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第１ 地域産業推進協議会について 

 

 平成 31 年 2 月 25 日「10 年以上にも渡る本会議体の歴史を引き継ぎ、『にぎわいと活力

あるまち』として東久留米をさらに発展させるため、様々な分野について活発なご議論を

お願いしたい」との市長の思いとともに委員の委嘱が行われ、地域産業推進協議会（※）（以

下「協議会」という。）が、発足した。任期は、令和 3 年 2 月 24 日までの 2 年間である。 

今期協議会は、会長、副会長をはじめとする委員 9 名が前期からの再任となり、これま

で進めてきた産業振興をさらに磨き上げることを目的として、前期に引き続き、イベント

推進事業部会、情報発信推進事業部会、新産業創出推進事業部会の三部会体制とし、具体

的事業の更なる推進に取り組んだ。 

 

※ 平成 14 年度に「東久留米市地域産業振興会議設立準備会」が設置され、翌 15 年度に「東久留米市地

域産業振興会議」を設立した。平成 17 年度には名称が「東久留米市地域産業振興委員会」に変更となり、

平成 20 年度以降は「東久留米市地域産業推進協議会」へ移行した。 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

         
地域産業推進協議会の様子  並木市長へ地域産業推進協議会報告書を提出 

 

東久留米市地域産業推進協議会 

（会長：篠宮 宣典、副会長：大山 裕嗣） 

イベント 

推進事業部 

情報発信 

推進事業部 

新産業創出 

推進事業部 
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２－１ 情報発信推進事業部報告 

（１）取り組み・実績報告 

 【事業部設置の経緯】 

 東久留米市地域産業推進協議会設置要綱第 7 に基づき、市内のあらゆる地域資源を広く

発信する事業部として、第 5 期に引き続き情報発信推進事業部が設置された。商工業関係

者 2 名、農業関係者 1 名、有識者 1 名の 4 名で構成されることとなった。 

 

１．SNS「東京はしっこチョコっと東久留米」・YouTube「はしチョコちゃんねる」 

 第５期から運用が開始された Facebook に併せ、主に若年層に利用されている Instagram

での運用を開始するとともに、柔らかくより親しみやすいイメージとするため、アカウン

ト名を「東京はしっこチョコっと東久留米」に変更した。 

協議会委員全員が投稿するよう努め、週に 2 回程度の定期的な情報発信を行うことで、

着実に「はしチョコファン」を増やしてきた。令和 3 年 2 月 24 日現在、Instagram のフォ

ロワー数は 844 人にのぼる。 

 しかしながら、普段事業を抱えている委員が多く、定期的な情報発信が難しい期間も発

生してしまった。この課題を解消するため、東久留米市内に在住、在勤、在学の者を対象

として投稿権限を付与する「はしチョコサポーター制度」を導入し、市の魅力を定期的に

発信するよう努めた。 

 また、5Gの導入による動画コンテンツの利用者増加を見据え、令和 2年 7月よりYouTube

「はしチョコちゃんねる」を立ち上げるとともに、市のホームページリニューアルに伴い、

「はしチョコ」専用ページを開設した。元来「東久留米の観光情報 Higashikurume Tourist 

information 」に、はしチョコ情報が掲載される階層があったが、市ホームページトップの

バナーより直接はしチョコページへ遷移できることとなったため、よりはしチョコ情報を

市民に知らせ易くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしチョコページバナー画像 

YouTube 

「はしチョコちゃんねる」

QR コード 
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考 察 

 

２．ゆるキャラ®グランプリ投票啓発の取組み 

 「東久留米市地域資源 PR キャラクター湧水の妖精るるめちゃん」（以下、「るるめちゃん」

という。）は、平成 27 年度よりゆるキャラ®グランプリに継続してエントリーしてきたもの

の、今ひとつ投票率が伸び悩む状況であった。新たな成果を見出すことが困難である等の

理由により、令和元年度のエントリーについて慎重に検討を行ったが、るるめちゃんをモ

チーフとしたデザインマンホール蓋の製作や市制施行 50周年に向けた機運醸成などを目的

として引き続きエントリーすることとした。 

 しかしながら、これまでと同様にチラシやポスターによる周知では例年と同等の結果と

なることが予測されたため、例年以上の取組みが必要であると議論し、各地域で開催され

る夏祭りを利用して以下の日程で着ぐるみを使った投票啓発活動を目的とした賑やかしを

行った。 

夏祭り名称 日程 時間 

東久留米団地夏祭り 令和元年８月３日（土） 午後４時４５分から 

東久留米駅前夏祭り 令和元年８月３日（土） 午後５時５０分から 

滝山・前沢みんなの夏祭り 令和元年８月２４日（土） 午後５時から 

 結果として、前年（1,852 ポイント）を大きく上回る 2,034 ポイントを獲得し、順位も

507 キャラクター中 92 位（前年 688 キャラクター中 203 位）と飛躍的な上昇を果たした。  

事務局の人事異動や委員の繁忙期などで投稿が滞らないようサポーター制度をうま

く活用していく必要がある。HP のリニューアルは、SNS を利用しない層にもはしチョ

コを認知してもらうきっかけとなった。地域に密着した情報発信が話題となり、FM ひ

がしくるめ「Colorful Sounds Party!」の番組内に、はしチョコ投稿記事を紹介する「湧

水の妖精・るるめちゃんからのお便り」が設けられるなど、この 2 年間で広く認知され

た。今後は、既存の Facebook や Instagram の写真系 SNS に併せ、動画系 SNS を活

用し、これらの層をはしチョコファンに取り込みたい。 
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考 察 

 

３．多摩の魅力発信イベントへの参画 

 より多くの方々に多摩地域の魅力を認識してもらい、訪問してもらう契機とするため、

東京都と多摩地域市町村との共同で、多摩地域の様々な魅力（特産品、観光資源など）を

発信する「多摩の魅力発信イベント」を令和元年 11 月 15 日（金）、16 日（土）の 2 日間、

豊洲市場で開催された。 

本イベントでは、情報発信推進事業部会委員として担当者説明会に参加するなど構築の

段階から参画し、約半年間にわたる入念な準備を行った。東久留米市として出品・出展す

る内容については東久留米市商工会や東京みらい農業協同組合など、他団体の協力を得な

がら地道に概形を構築した。 

 市民みんなのまつりの翌週というタイトなスケジュールであったが、東久留米青年会議

所の助けもあり、10 ㎡に満たないブースに 2 日間で延べ 28 人が参加し、他の自治体を圧

倒するほどの盛り上がりを見せた。とりわけ 16 日（土）に行った柳久保ラーメンの飲食提

供では昼時には 10 人近くの行列ができるなど大盛況であり、東久留米市ブースの異様な雰

囲気に誘われた小池東京都知事に「璃の香レモン」と「東京百花はちみつ」をお買い上げ

いただいた。2 日間の総売り上げは 214,600 円であった。 

品目 入荷数 販売数 15 日 16 日 

柳久保ラーメン（飲食） 100 食 220 食程度※1（完売）  ✓ 

柳久保ラーメン（物販） 100 パック 20 パック程度※1（完売） ✓ ✓ 

柳久保うどん 50 箱 6 個 ✓ ✓ 

東京ジャム 110 個 77 個（うち 6 個試食） ✓ ✓ 

東京百花はちみつ 40 個 40 個（完売） ✓ ✓ 

リスボンレモン 74 個 74 個（完売） ✓ ✓ 

璃の香レモン 19 個 19 個（完売） ✓ ✓ 

ミニシクラメン 20 鉢 20 鉢※2 ✓ ✓ 

パンジー 20 鉢 20 鉢※2 ✓ ✓ 

※1 物販予定の品を飲食として提供したため、詳細な販売数については把握できず 

 ゆるキャラ®グランプリへのエントリー件数が全国的に減少傾向にあるため、一律の

比較が困難であるものの、2 日間計 3 か所の夏祭りで賑やかしを行うことで目を見張る

成果があったと評価している。最後のエントリーとして迎えた令和２年度のゆるキャラ

®グランプリでは、令和元年度よりさらに良い結果を目指すことが期待されたが、新型

コロナウイルス感染拡大に伴い、着ぐるみの使用その他啓発活動が制限された。結果と

して得票数 1,322 ポイント（395 キャラクター中 156 位）と大きく順位を落とすことと

なったが、啓発活動に成果が伴うことが証明されたという点では前向きに捉えたい。 
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※2 お買い上げいただいた方へのプレゼントとして無償配布した 

考 察 

 

４．デザインマンホール蓋のモチーフ選定 

 東京都産業労働局による「デザイン

マンホール蓋設置・活用等推進事業費

補助金（10/10）」を活用し、るるめち

ゃんをモチーフとしたデザインマンホ

ールを製作した。 

 るるめちゃんの複数のポーズのうち

デザインマンホール蓋 4 枚のモチーフ

となるポーズを選定するにあたり、令

和元年 7 月 1 日から 7 月 5 日までの 5

日間、はしチョコによるフォロワー投

票を行った。 

 当初は 4 ポーズのうち 1 ポーズから

2 ポーズ程度を選定する予定であった

が、得票数が拮抗したことから、4 案

全てをマンホール蓋のデザインとして

採用することとした。 

考 察 

 

担当者会議等、事業構築の段階から部会委員が参加することで、協議会内における、

イベントへの機運が高まった。結果として、協議会委員の所属団体から多くの参加者が

あり、他の団体ブースを寄せ付けないほどの盛り上がりを見せた。東久留米青年会議所

が選定した東久留米大使「ストレリチア」による若さ溢れるパフォーマンスもイベント

を大いに盛り上げる一因になった。また小池都知事に特産品をお買い上げいただくな

ど、市の情報発信としては最大の効果を発揮したと評価したい。 

 

限られた期間内において市民意見の集約が求められるなか、SNS の特性を最大限発

揮し、学生から子育て世代の若年層を中心として、多くの投票をいただくことができた。 

今後の SNS 活用方法としては、一方的な情報発信に偏らないよう留意するとともに、

アンケート機能等を活用し、とりわけ子育て世代等を中心とした「サイレント・マジョ

リティ」の意見を幅広く集約することが期待され、今般の取り組みは、そういった活用

に向けた大きな一歩となったと評価している。 

モチーフ イメージ 順位

① 柳久保小麦 １位

② 流れる　 2位

③ 祭 ４位

④ 振向き ３位
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５．情報発信セミナー開催に向けた検討 

 高齢化が進む市内の事業者等に向け、新たな販路の開拓等、WEB や SNS を活用した効

果的な情報発信を目的とした「Instagram 情報発信セミナー（以下「本セミナー」という。）」

の開催を決定した。 

 事業を構築する過程において、ターゲットやコンテンツを絞り、より効果的に情報を拡

散させることに照準を当て、とりわけ Instagram を効果的に活用する術に長けている「プ

レイライフ株式会社」を講師とすることとし、複数回にわたる打合せを経て、令和 2 年 3

月 7 日（土）に第一回を開催する決定をした。 

 しかしながら、令和 2 年 2 月頃から、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、市開催のイ

ベントが軒並み中止を決定するなか、本セミナーについても開催が困難となり、令和 2 年 5

月 23 日の第二回予定日まで延期の決定をした。 

 以降、新型コロナウイルス感染症が沈静化する見通しが全く立たないなか、緊急事態措

置期間中に書面開催された第 5 回地域産業推進協議会において「期間を定めない（無期限

の）の延期」とし、以降、新型コロナウイルス感染症の拡大状況を注視しながら判断して

いくこととした。 

 令和 2 年 7 月 27 日に開催した第 14 回情報発信推進事業部会において、新型コロナウイ

ルス感染症の今後の情勢が見通せない中での開催決定が困難であることから、残りの任期

を踏まえ、第 6 期中の開催については断念し、「中止」の判断をすることとした。 

考 察 

 

６．マンガ「ブラック・ジャック」を活用した情報発信事業 

 市制施行 50 周年を記念し、マンガ「ブラック・ジャック」をモチーフとしたデザインマ

ンホール蓋を製作するとともに、東久留米市商工会により東久留米駅西口ロータリー内花

壇に等身大モニュメントを建造し、モニュメントの完成除幕式及び情報発信事業について、

協議会が運営として携わることとなった。 

 検討にあたっては、令和 2 年 12 月に、イベント推進事業部会、情報発信推進事業部会の

両事業部会から 2 名ずつ選出したプロジェクトチーム（以下「PT」という。）を編成し、短

い期間での小回りの利く体制の構築を図ることとした。 

第６期開始以降、入念に準備を進めてきた本セミナーの開催であったが、新型コロナ

ウイルス感染拡大に伴い開催を断念せざるを得なかった。３月７日に開催予定であった

第一回セミナーには 17 名の応募があり、多くの事業者が期待していた情報発信セミナ

ーの中止は非常に心残りであったが、リモートでの開催ではワークショップ等の実施が

不可能となり、本セミナーに期待する効果が半減してしまうことから「中止」という苦

渋の判断をした。今後の感染状況及びワクチン等の開発状況を踏まえ、第 7 期での対面

での実施に期待したい。 
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 活発な議論により、新しい生活様式に即した形での完成除幕式及び情報発信事業の内容

が構築されつつあったが、令和 3 年 1 月 7 日に発令された緊急事態宣言を受け、市、商工

会、手塚プロダクションの三者で協議を行った結果、完成除幕式の縮小が決定されたこと

から、PT の活動についても併せて中止することとなった。 

PT 会議開催状況 

開催回 開催日 決定事項 

第１回 令和２年１２月１６日 
・生配信の使用媒体について 

・動画制作依頼先について 

第２回 令和２年１２月２８日 
・式典ＢＧＭについて 

・ファシリテーターについて 

考 察 

 

（２）今後の課題・継続事業 

今期は、Instagram や YouTube の運用開始など、第５期で立ち上げた「東京はしっこチ

ョコット東久留米」の磨き上げを中心に取り組んだが、これらの実績を活かし開催するこ

ととした「情報発信セミナー」については、新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止とい

う苦渋の決断を迫られることとなった。 

SNS では着実にフォロワーを増やしていることから、この発信力を活かし、引き続き東

久留米の魅力を伝えるとともに、地域産業推進協議会の活動を広く発信したい。 

また、中止となった情報発信セミナー及びマンガ「ブラック・ジャック」を活用した情

報発信事業については次期への申し送り事項とし、是非とも第７期での開催に期待したい。  

今期事業部会の最後の取組みとして議論と準備を進めてきたが、新型コロナウイルス

感染拡大に伴う緊急事態宣言の発令により、事業の中止を余儀なくされた。デザインマ

ンホール蓋及びモニュメントの初披露イベントの機会は逸してしまったものの、事業部

会の枠組みを越えた推進体制を図ることができたことは、次期活動に向けた一つの指標

になったものと捉えている。また、デザインマンホール蓋やモニュメントのマンガ「ブ

ラック・ジャック」を活用した情報発信事業の検討については、情報発信セミナーと併

せ、次期への申し送り事項としたい。 
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２－２  イベント推進事業部会 
 

（１）取り組み・実績報告 
 

【事業部設置の経緯】 

東久留米市地域産業推進協議会設置要綱第７に基づき、主に、農業と商業との結びつき

による地域振興について取り組むことが期待され、第 5 期に引き続きイベント推進事業部

が設置された。イベントを通じた地域の活性化について 4 名で取り組むこととなった。 

 

１．農業体験ウォーキングの開催 

前期協議会で取り組んだ農業体験ウォーキングを、令和元年11月24日に「柳久保小麦」

をテーマとして、本市の農業及び小麦に関する文化の啓発事業として開催した。前期に引

き続き、イオンモール東久留米との共催で行った。本協議会は主に企画・運営を行い、広

報や費用の負担はイオンモール東久留米が担うこととなった。本協議会委員をはじめ、柳

久保小麦の会、ヒンメリの会、秋田緑花農園、煮ぃだんごの会にご協力をいただいた。 

本事業は、平成29年11月と平成30年6月に引き続き3回目となるもので、今回は親子に限

定せず、広く参加者を募集した。その結果、年齢層も子どもから高齢の方まで幅広く35名

の方にご参加いただいた。 

  

 

 当日は残念ながら雨の影響で柳久保小麦の種まき体験は中止となってしまったが、種ま

き体験を予定していた畑で柳久保小麦の会会長から小麦に関する説明を受け、参加者は興

味深く話を聞いていた。その後、南町地区センター、中谷製菓と移動してヒンメリ作りと
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直売所での買い物を予定通り行い、タネニハガーデンの見学も行った。 

 全員がイオンモール東久留米にゴールし、煮ぃだんごの試食と閉会式を行った。 

 

  

開会式の様子    ヒンメリ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 柳久保かりんとう    タネニハガーデン 

 

（実績） 

・令和元年１１月２４日（日） 

３５名が参加 

ウォーキングコース： 

→［集合］イオンモール東久留米（むさしの Green Park） 

→［柳久保小麦種まき体験］前沢の小麦畑 

（※種まき体験は雨のため中止。代わりに柳久保小麦の会の講義を実施した） 

→［柳久保小麦の茎を使っての工芸品「ヒンメリ」作り］南町地区センター 

→［柳久保小麦使用のかりんとう直売所を訪問］株式会社中谷製菓 

→［花の直売所の訪問］タネニハガーデン（秋田緑花農園内） 

→［柳久保小麦・市内産野菜で作った煮ぃだんごの試食］イオンモール東久留米 

→［解散］イオンモール東久留米 
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考 察 

アンケートを行ったところ、柳久保小麦への関心が高いことが伺え、また行なってほし

いという内容が多く寄せられた。そのほか、「地元のさまざまな取り組みや活動を知る機会

としてとても貴重でした」という意見もあった。 

好意的な意見を多くいただいており、今後も継続して本事業を行っていきたい。 

 

２．スポーツ健康関連イベントの検討、「健康経営・健康投資」の情報共有 

市内事業者の「健康経営」につながる事業として、女性だけでなく男性も参加しやすく、

また、広く市民が体を動かすきっかけとなり、継続的に取り組んでいけるスポーツと産業

振興が融合した事業の実施について検討を行った。その中で、健康管理を経営的視点で考

える「健康経営・健康投資」について情報共有も行った。経済産業省によると、「健康経営」

とは、従業員の健康保持・増進の取組みが、将来的に収益性等を高める投資であるとの考

えの下、健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践することである。また、「健康投資」

とは、健康経営の考え方に基づいた具体的な取り組みのことである。 

  

■ スポーツイベント（ヨガ）についての検討 

女性だけでなく男性も参加しやすく、また、広く市民が体を動かすきっかけとなるよう

なスポーツということで、ヨガイベントの事例などを参考にスポーツイベント（ヨガ）

について検討した。その中で、事業参加者だけでなく、広く市民が体を動かすきっかけ

となり、継続的に取り組んでいけるように、事業で行うヨガ・体幹運動の動画を市ホー

ムページに乗せることが可能か検討することとなった。 

■ 事業実施パートナーの検討 

事業実施パートナーの候補者の一つとして、プロサッカー選手が代表を務める企業を候

補とした。 
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 市内事業者の「健康経営」につながる事業として、スポーツと産業振興の融合した事業

の実施に向け検討してきたが、事業の実施までには至らなかった。 

 その後、令和２年度に取り組む事業について、再度スポーツイベント（ヨガ）及びマン

ガ「ブラック・ジャック」モニュメント完成除幕式等の開催についての2案を検討したとこ

ろ、後者のマンガ「ブラック・ジャック」モニュメント完成除幕式の開催について取り組

むこととなった。 

 

３．マンガ「ブラック・ジャック」モニュメント完成除幕式の検討 

 市制施行 50 周年を記念し、マンガ「ブラック・ジャック」をモチーフとしたデザインマ

ンホール蓋を製作するとともに、東久留米市商工会により、東久留米駅西口ロータリー内

花壇に等身大モニュメントを設置することとなった。設置にあたり、モニュメントの完成

除幕式及びトークイベント等について、協議会が運営として関わることとなった。 

完成除幕式の実施にあたっては、令和 2 年 5 月 14 日に発出された会長所信（28 ページ

に掲載）に基づき、コロナ禍における新しい生活様式に即した情報発信イベントとして位

置付けた。このことから、令和 2 年 12 月に、イベント推進事業部会、情報発信推進事業部

会の両事業部会から 2 名ずつ選出したプロジェクトチームを立ち上げ、令和 3 年 2 月 10 日

実施予定として検討を行ってきた。その後、令和 3 年 1 月 7 日に新型コロナウイルス感染

症拡大に伴う緊急事態宣言が発出され、完成除幕式の縮小が決定されたことから、プロジ

ェクトチームの活動についても併せて中止することとなった。 

 

考 察 

今期のイベント推進事業部会の最後の取り組みとして検討を行ってきたが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発令により、事業を中止せざるを得なくなった。 

完成除幕式等でのデザインマンホール蓋やモニュメントを披露するイベントの機会はな

くなってしまったが、事業部会の枠組みを越えた推進体制を図ることができたことは、次

期活動に向けた一つのモデルケースになったものと考えている。 
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（２）今後の課題・継続事業 

 今期の事業部会では、イベントを通じた地域の活性化に取り組むとの観点から協議を重

ねた。令和元年 11 月に、協議会がブランド化を進めてきた「柳久保小麦」をテーマに「農

業体験ウォーキング」を開催した。「柳久保小麦」は、協議会がこれまで進めてきたブラン

ド化の取り組みや情報発信部会の発信等により、今年度、東久留米市農業振興計画の見直

しのため実施した市民アンケートにおいて、市の特産品として 70％を超える知名度を誇る

ものとなっている。 

今後とも他事業部会と協力し、農産物に限らず市内の特産品や見どころを発信し、地域

の活性化につながるようなイベントを行っていきたい。 

また、協議会が運営に関わることとなったマンガ「ブラック・ジャック」モニュメント

完成除幕式等については、新型コロナの影響もあり実施までには至らなかった。 

今後は、しばらく新型コロナの影響が続くことが予想され、新しい生活様式に即したこ

れまでと違う形でのイベントをいかに行うかが課題である。 
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２－３  新産業創出推進事業部会 
 

（１）取り組み・実績報告 
 
【事業部設置の経緯】 

新産業創出推進事業部は、企業誘導及び市内の企業の市外流出防止、創業者の育成支援

を図ることで東久留米市内産業を活性化させ、市の税収を増加させることを目的として東

久留米市地域産業推進協議会設置要綱第 7 に基づき、第 6 期地域産業推進協議会内に設置

された。新産業創出推進事業部では、3 名の委員により、主に企業誘導及び市内の企業の流

出防止、シェアキッチンによる創業支援について取り組んだ。 

 

１．企業誘導及び市内の企業の流出防止について  

１）取り組んだ理由 

本部会は、第４期地域産業推進協議会に発足して以来 3 期に渡り、「企業誘導及び市

内の企業の流出防止」に取り組んできた。その理由は当初から一貫しており、法人市民

税の税収及び事業用地の確保という目的である。ベッドタウンとして市街化が進む東久

留米市の税収は、市税収入に占める個人市民税の割合が非常に高く、平成 30 年度決算に

おける市民一人当たりの法人市民税の税収は多摩 26 市の中で下から 8番目となっている。

今後、少子高齢化の進展が見込まれる中、個人市民税と法人市民税のバランスの取れた

安定的な税収確保が課題となる。また、市内には住工混在等の事情により事業規模の拡

大が困難となり、市外への転出を検討している事業者の存在があるとともに、既存事業

者の事業規模の拡大や新たな企業等の誘導に活用可能な事業用地（主に、準工業地域）

が市内には５％程度しかないという現状がある。さらに、当該地域に限らず、市全体に

おいて住宅化が進み、事業用地に適した土地が減少してきているところである。 

こうした状況の改善を図るため、各土地の用途に適した活用方法、即ち、住宅用地に

は住宅、事業用地に事業所が建築されることを促すとともに、市内への企業誘導及び市

内の企業の流出防止を図り、地元産業の安定化を繋げることによってバランスの良い市

税収入を確保し、事業者の活力向上と市のさらなる発展に貢献するため、当該事業に取

り組むこととした。 
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～【資料】２６市の法人市民税収（統計東久留米 令和元年度）～ 

 

 

２）具体的な取り組み内容 

新産業創出推進事業部は、第4期地域産業推進協議会に発足し、準工業地域内に存在す

る一般財団法人 機械振興協会の敷地を活用した新たな企業等の誘導の可能性について

の検討、土地の利活用を希望する所有者と市内に立地を希望する企業（市内の事業所を

拡大したい企業、市外から東久留米市内に移転を希望する企業）のマッチングを図るた

めの制度構築にかかる提言等を行った。前者については、独立行政法人中小企業基盤整

備機構及び東京都と協議を行ったが、時期尚早のため実現は難しいとの結論になった。

一方、後者については「東久留米市立地希望者情報の提供事業実施要綱」の施行に至り、

準工業地域等の事業用地の確保に向けた取り組みが大いに前進した。市の報告によると、

東久留米市立地希望者情報の提供事業に基づき利活用を希望する土地所有者等からの問

い合わせが６件、また、市内に立地を希望する企業の4件の登録があった。立地を希望す

る企業とのマッチングにかかる各々の事案については個別事情があり、こちらに詳細を

記載することはできないが、主に柳窪にある準工業地域の複数の土地に関し数回のマッ

チングが行われた。 

その結果、残念ながら本部会が提言し、市が制定した「東久留米市立地希望者情報の

提供事業実施要綱」に基づく登録企業のマッチングは、接道面や土地の形状の問題、金

額の面等様々な要素により実現には至らなかったが、2件の事業用地化が決定したところ

である。 
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～【資料】東久留米市立地希望者情報の提供事業実施要綱のイメージ～

 

～【資料】登録事業者情報一覧～  
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考 察 

今期の本部会は、第 4 期地域産業推進協議会から取り組んできた企業誘導及び市内の企

業の流出防止事業について、集大成として位置づけた。当該事業は、2 期に渡る膨大な議論

と実施体制についての試行錯誤の結果、マッチング制度及び関係機関との連携等の事業推

進体制を構築してきたところである。 

その結果、3 期目となる今期においては、事業用地として利活用が可能な多くの土地の情

報が本部会に集まり、土地所有者と事業者のマッチングに向けた交渉が複数回実施された。

このような交渉には関係者の様々な思惑や、景気の動向等の複雑な要因が絡み合うため、

非常に困難を極め、残念ながらマッチングの実現はしなかったが、交渉に至った土地は、

全て事業用地になることが決定したところである。これは、本部会が目指した結果の最良

のものではなかったが、本事業を実施する上でのノウハウ、また、事業の実施中に築かれ

た東久留米市商工会をはじめとした関連機関と緊密なる連携及び様々な情報提供・協力体

制を得られる制度の確立は、6 年間における着実な歩みの結実であり、大きな成果であると

考える。 
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２．シェアキッチンによる創業支援 

１）取り組んだ理由  

シェアキッチンとは、主に飲食店の開業を希望する者を対象とし、飲食店営業許可や

菓子製造営業許可等を得ている施設において、実際に調理・販売を試みることができる

ものである。飲食店を開業するためには、初期費用として通常 1,000 万円、居抜き物件

であっても 400 万円程度必要であり、大きな金銭的ハードルが存在する。また、開業後、

3 年で 5 割、10 年で 9 割が廃業するとの統計もあり、開業の決断をするためには、大き

な精神的ハードルも存在するところである。当該施設では、利用者が週に 1、2 回程度低

価格で利用し、仕入・顧客の開拓・営業等を実施するとともに、創業支援機関が実施す

る相談・セミナー等により知識の取得を行い、実践を伴う起業準備期間を提供する。こ

のことは、創業者が抱える様々なハードルを取り除くことに貢献し、実際の創業者の増

加に資するものであると考える。 

創業者の増加は、市内の空き店舗の解消、地域・商店街の活力や魅力の増進を図り、

市外に流れていた消費者の需要を市内で満たす循環型の社会の構築となり、市内の企業

の発展及び市内に住む人々の生活の豊かさにも繋がるものであるため、前期から引き続

き、本部会はシェアキッチンによる創業支援に取り組むこととした。 

 

２）具体的な取り組み内容 

 ①シェアキッチンの開設、概要等 

  シェアキッチンによる創業支援の取り組みについては、第 5 期の本部会において近隣

市の事業の視察を行うとともに、市に対し、実施体制や関係法令の整備の提言・助言を

行った結果、平成 31 年 4 月 1 日に「創業キッチンアルゴ」が開設した。「創業キッチン

アルゴ」は、民間企業、地域産業推進協議会、東久留米市商工会、市が協力し、運営を

行うもので、概要及び利用方法、各機関の役割については以下のとおりである。 

～【資料】創業キッチンアルゴの概要～ 

名称 創業キッチンアルゴ（デイサービス アルゴ参番館内） 

利用対象者 

(全てに該当す

る者) 

①市内で飲食業の創業をしようとする者、又は考えている者 

②暴力団員による不当な行為の防止などに関する法律（平成３年法律第７

７号）に規定する暴力団員等でない者 

利用料金 15,000 円／月 

※利用開始から２か月間は 10,000 円／月 

登録料 10,000 円 

利用可能日時 土曜もしくは日曜の内の各半日 

午前の部 9 時 30 分～15 時 00 分、午後の部 16 時 00 分～21 時 30 分 

※概ねの目安。時間については別途調整可能 

利用承認期間 2 年 
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所在地 

アクセス 

〒203-0033 東京都東久留米市滝山 4-1-40 

西武池袋線 東久留米駅西口下車 西武バス 13 分 

（バス停：団地センターより徒歩 2 分） 

建物 １ 構造：鉄骨造 １階部分 

２ 開館時間 

① 介護事業 

 営業日：月曜日から金曜日（土曜・日曜・年末年始は休み）  

 営業時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 00 分 

② シェアキッチン事業 

上記のとおり（ただし、当該事業の利用者がいない場合、閉館） 

許可 飲食業営業許可 

 

～【資料】創業キッチンアルゴの利用方法～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～創業キッチンアルゴの運営における各役割～ 

民間企業 施設の管理、利用者の管理・利用日時等の連絡調整 

地域産業推進協議会 創業支援（事業者（農家）紹介、空き店舗紹介等）、事業提案 

東久留米市商工会 創業支援（補助金・助成金の相談、経営相談等） 

市 事業の周知、利用者の選定、各機関との連絡調整 

 

 

申 請 者 

①利用審査依頼書 

の記載 

 ②提出 

東久留米市  

産業政策課 

 ⑤利用 

決定通知 

 

⑥営業許可 

申請書の記載 

  
③要件審査 

④選定委員会の開催 
⑦提出 

⑧営業日の調整 
⑨営業許可 

〇合格の場合 ⇒ ⑤へ 

〇不合格の場合⇒利用不可 

創業キッチンアルゴ(デイサービス アルゴ参番館) 

 
 
 
 
 

東
久
留
米
市
商
工
会 

〇開業に向けての相談 

 ・キャッシュフロー 

 ・販促 

 ・運営計画等 



19 

 

 

 ②創業キッチンアルゴの周知、利用希望者について 

 創業キッチンアルゴの利用者を募集するため、本部会では市に対し、チラシの作成及

び祭りや創業者が集うマルシェ・セミナー等での広報を行うよう提言を行った。その結

果、以下のようなチラシが作成され、市内の様々なイベントにおいて配布が行われた。

その結果、多くの利用にかかる問い合わせが寄せられるとともに、施設見学があった。 

 

～【資料】創業キッチンアルゴの利用者募集チラシ「東久留米のシェアキッチン」～ 

 

 

～【資料】周知・広報のスケジュール～ 

平成３１年４月 東久留米市報に掲載 

市ＨＰへの掲載 

平成３１年５月 チラシ「創業キッチンアルゴ」作成・配布 

令和元年８月 チラシ「東久留米のシェアキッチン」作成 

「滝山・前沢みんなの夏祭り」にてチラシ配布 

令和元年９月 『女性の起業を応援 〈ひがしくるめハナサク biz〉 交流会「咲く咲

くカフェ」』にてチラシ配布 

令和元年１０月 「麦の収穫祭」にてチラシ配布 
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 ③創業キッチンアルゴの利用者選定・決定 

創業キッチンアルゴの広報・周知に努めた結果、令和 2 年 2 月に利用希望の申込みがあ

った。当該施設の利用に当たっては、本部会員と施設管理者が委員を務める選定委員会で

審査を行うこととなっており、同月に開催された選定委員会において 1 名の利用が決定さ

れた。 

 

 ④創業キッチンアルゴにおける営業開始・内容、創業支援 

利用者は営業に向け、施設所有者との日程調整や施設の説明、東久留米市商工会からの

起業相談・助言、材料及び器具備品の購入等の準備（概ね２カ月間）を行った。当初は、4

月 4 日（土）にプレオープンし、以降の毎週土曜日に営業する予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響のため、延期となった。 

しかしながら、緊急事態宣言が解除され、経済活動が一定程度平常に戻りつつある令和 2

年 7 月 4 日（土）に創業キッチンアルゴの利用者第 1 号店「カレー屋ＫＥＮ」がオープン

した。オープン初日はお客で施設が満員となり、営業終了時間を待たずに完売し、それ以

降も、多少の上下はありつつも多くの来客がある。「カレー屋ＫＥＮ」は現在、試行錯誤を

行いながら、下記のとおり営業をしている。 

また、本部会のカレー屋ＫＥＮへの支援は、この創業キッチンアルゴが利用者の実際の

営業を学ぶ場ということ踏まえ、過剰な支援は慎みつつ、客としての訪問、本部会事務局

を通じての営業にかかる助言及び環境整備、補助金の情報提供等を実施した。 

 〇「カレー屋 KEN」のあゆみ（令和２年７月～令和３年１月まで） 

   毎週土曜日の昼部門で営業中 

  ・７月４日  営業開始 

  ・７月中旬  東京都商工会連合会からの取材 

         株式会社 ジェイコム東京 西東京局からの取材 

・８月８日  新商品：アイス／ホットコーヒー販売開始 

  ・８月２２日 新商品：梅チキンカレーの期間限定販売開始 

  ・９月３日  テイクアウト販売開始 

  ・９月２６日 新商品：マンゴーラッシーの販売 

・１１月７日 新商品：豆チキンカレーの期間限定販売開始 
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～【資料】カレー屋ＫＥＮのＳＮＳ投稿記事、チラシ～

 

 

 考 察 

本部会におけるシェアキッチンによる創業支援は、主に任期期間前半の「創業キッチン

アルゴの周知・広報、利用者の発掘」と後半の「利用者の支援」に分けられる。前半につ

いては、利用者募集チラシ等の活用を提言・配布を行った結果、多くの問い合わせ・施設

見学があり、大きな効果があったと考える。しかしながら、興味はあるが、利用するため

の最初の一歩が踏み出せない方が多数を占め、実際の利用に中々至らない状況であった。

そこで、最初の一歩を支援するため、後述する「創業セミナー」の事業の構築に至った。 

また、後半については、利用者は非常にやる気があり、新しいことに挑戦する意欲的な若

者であったため、支援に力を入れるべく、様々な支援策が議論されたが、本事業の「実際

の営業を学ぶ」という性質上、過剰な支援は慎み、事務局を通じてのできる限りの支援を

行った。 

現在は利用者が一人しかおらず、利用者間の競争や情報交換等による成長等の相互作用

がないため、今後は、利用者を増やすことが大きな課題である。 



22 

 

 

３．創業セミナーについて 

１）取り組んだ理由  

  本部会において、シェアキッチンによる創業支援を更に効果的に行う方策の議論を積

み重ねた結果、創業セミナーを行うことを決定した。創業セミナーは、創業キッチンア

ルゴの周知及び新たな創業希望者の発掘が行える事業を模索した結果、下記のような事

業案となった。実施については、第 1 回目を令和 2 年 6 月に開催し、その後、複数回の

開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響により無期限延期

となり、本部会の任期内に実施はできなかった。 

～【資料】創業セミナーにかかる事業実施概要案～ 

事 業 名 （案）「事業者の屋号」 営業中 in 創業キッチンアルゴ 

開 催 場 所 創業キッチンアルゴ（デイサービスアルゴ参番館内） 

主催・共催 
［主催］東久留米市地域産業推進協議会 

［共催］東久留米市、東久留米市商工会 

講    師 市内事業者 

対 象 者 創業希望者【定員 15 名】+ランチのお客 

開 催 主 旨 

多くのファンを獲得し、現在も市内で活躍されている創業者の

成功体験や苦労話等をお話しいただくことで、創業希望者に学

習の場を与えるとともに、創業機運を醸成する 

事 業 内 容 

４部構成（開始時間 9 時 30 分～） 

【１部(45 分程度)】東久留米市内の人気の飲食店を招き、創業

からこれまでの苦労や成功体験を聞くセミナー 

【２部(10 分程度)】市より、創業事業、創業キッチンアルゴの

紹介 

【３部(50 分程度)】セミナー参加者間で、情報交換、名刺交換 

【４部(ランチ時間終了まで)】講師が、創業キッチンアルゴにて

営業実施（飲食物の調理・販売） 

期待される 

効 果 

①成功体験による創業希望者の創業への意欲付け、情報交換 

②市の創業事業の紹介 

③講師のお店の PR 

④創業キッチンアルゴの周知 

事 業 経 費 
○講師の謝金 30,000 円（飲食代は講師の収入） 

○宣伝費・事務費 10,000 円 
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考 察 

シェアキッチンによる創業支援の事業において、創業希望者の発掘・育成の必要性を認

識したため、実施を検討した事業であるが、コロナ禍により実現に至らなかった。 

当該セミナーの実施は、創業に興味を持つ人を増やすこと、創業に向けての最初の一歩

を踏み出せない者の背中を押すことを目的として行うものであるが、付随的な効果として、

創業キッチンアルゴの更なる利用者の獲得やセミナー講師のお店の宣伝等に繋がることも

期待できる大変良い事業であると考えるため、引き続き実施の方策を模索する。  
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（２）今後の課題・継続事業 

新産業創出推進事業部会においては、前期より引き続き「企業誘導及び市内の企業の流

出防止」及び「シェアキッチンによる創業支援」を中心に取り組んできた。その結果、前

者においては土地所有者と事業者とのマッチング交渉が行われ、2 件の事業用地化が実現し

た。また、後者においては、創業キッチンアルゴにおいて、創業希望者の利用の段階に至

り、現在も創業支援を行っている状況である。 

両者ともに周知、利用者の増加という点においては課題が残るが、複数期に渡って事業

を行ってきた成果としては、素晴らしいものになったと考える。特に、「企業誘導及び市内

の企業の流出防止」については、発足当初より本部会の最重要課題として位置づけ、6 年間

試行錯誤した結果、準工業地域内の土地の事業用地化に繋がった。これは、本部会が提言

し制度化された「東久留米市立地希望者情報の提供事業実施要綱」に基づくマッチングで

はなかったが、この制度は本事業に非常に有効な施策であり、引き続き当該制度の運用に

より本部会が目指した最良の結果を迎えることができると考える。本部会がここまで実現

できたのは、歴代の部会員の情熱と思い、また、東久留米市商工会をはじめとした関連機

関と緊密なる連携及び様々な情報提供・協力体制を得られる制度の確立等の 6 年間の積み

重ねによるものであり、これにより本部会の設立意義を一定程度果たしたと考える。その

ため、当該事業については、今期を集大成とし、次期の地域産業推進協議会にて取り組む

ことはないと考えるが、これまで構築した制度・関係機関との連携体制を活用し、市及び

東久留米市商工会が中心となり、引き続き取り組んでいただきたい。 

一方、「シェアキッチンによる創業支援」は創業者を生み出し、地域の活性化・多様化に

繋がる重要な取り組みであり、一定の節目を迎えるまで地域産業推進協議会において取り

組んでいただきたいと考える。 

３期に渡り設置された本部会は、多くの関係者・関係機関の協力がなければ、立ち行か

ず、また、このような成果が得られたとは考え難いところであり、この場を借り、皆様に

御礼を申し上げる次第である。 
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第３ 協議会の今後の展開について 

（１）協議会の２年間の取り組みついて 

 本協議会は、平成 14 年度に設置された、「東久留米市地域産業振興会議設立準備会」に

端を発し、これまでに柳久保小麦をはじめとする東久留米市ならではの農産物を活用した

商品開発に取り組み、商品化・ブランド化に至っている。また、多くの地域密着型の産業

振興事業を企画運営し、恒例事業として市外からも一定の参加者を得ている「開運七福神

めぐり事業」については、平成 27 年からは実行委員会形式での実施に移行した。 

平成 23年には地域資源ＰＲマスコットキャラクターとして、「湧水の妖精るるめちゃん」

を制定した。東久留米の魅力を発信するキャラクターとして広く活用してきた結果、市民

にとって愛着のあるキャラクターとして認知され、マンホール蓋のデザインや市政施行 50

周年記念ロゴへの活用に至った。 

 第６期の協議会においては、第 5 期に引き続き、自治体の魅力を発信する取り組みを行

う情報発信推進事業部、税収増加に結び付く創業支援等を行う新産業創出推進事業部、継

続的に地域密着型の産業振興事業を行うイベント推進事業部の 3 つの事業部を設置した。 

 第６期の期間中、新型コロナウイルスの感染が拡大し、予定していた事業を中止するな

どの影響を受けたが、制限がある中でも進められる事業には取り組み、新しい生活様式に

即したイベントも実施した。 

 

「情報発信推進事業部」は第 5 期から取り組みを進めた SNS における発信の強化に加え、

YouTube チャンネルを立ち上げ、様々な情報の発信に務めた。コロナ禍において、国民の

行動が制限される中、マイクロツーリズムが推奨されメディアにおいても首都圏周辺の情

報が増加した。そうした中、Facebook、Instagram、YouTube を活用し、商工業、農業、

観光、イベント情報等ジャンルを特定せずに多くの情報を発信したことで、多くのフォロ

ワーの獲得に繋げることができた。また、複数の媒体で情報を発信することで、それぞれ

の媒体の傾向及び特徴を捉えることができた。 

 「新産業創出推進事業部」は、前期協議会から引き続き、市内に立地を希望する事業者

と準工業地域の土地活用を希望する所有者のマッチングを図る東久留米市立地希望者情報

提供制度の活用を進めた。この取り組みにより、相続などにおける準工業地域の売買のタ

イミングにおいて、2 つの事案で土地所有者に事業者を紹介することができた。 

また、前期協議会から引き続いて取り組んだシェアキッチン事業については、コロナ禍

で飲食業への向かい風がある中で事業開始に結び付けることができた。 

 「イベント推進事業部」は前期協議会で取り組んだ農業体験ウォーキングについて、こ

れまで商品化・ブランド化に取り組んできた柳久保小麦に焦点をあて、内容もブラッシュ

アップして実施した。前回に引き続き、イオンモール東久留米との共催とし、企画、運営
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を主に本協議会が担い、広報、費用負担をイオンモール東久留米が担うこととした。今回

の事業においても、ヒンメリの会、煮いだんごの会といった市民団体、柳久保小麦の会、

中谷製菓（株）といった民間事業者と連携して事業を展開することができた。 

 また、緊急事態宣言の発令により中止となった「ブラック・ジャック＆ピノコ像完成除

幕式」については、情報発信推進事業部とのプロジェクトチームを結成し、事業部会の枠

を超えて議論した。イベントの実施には至らなかったものの、今後の本協議会の在り方と

して一つもモデルとなったことを評価したい。 

 

（２）協議会を取り巻く時代の潮流 

第６期の協議会設置期間中においては、令和 2 年（2020 年）に市制施行 50 周年を迎え、

2020 年東京オリンピック・パラリンピックが開催されることもあり、新たな時代を見据え

た飛躍の一年と考えていたが、中国湖北省武漢市を中心に発生した新型コロナウイルス感

染症が令和元年（2019 年）12 月以降、短期間で全世界に広がり、我が国においても令和 2

年（2020 年）4 月に緊急事態宣言が発令され、東京都では店舗等における営業時間の短縮

や、不要不急の外出抑制などの措置がされた。新型コロナウイルス感染症拡大を防止する

ため、新しい生活様式が奨励され、国民生活は一変した。日本の経済にも大きな影響を及

ぼし、とりわけ衣・食・泊の業種が打撃を受け、雇用関係においても月間の有効求人倍率

が 1 倍を下回る状況が発生している。 

一方、新型コロナウイルス感染症の拡大により、テレワーク、リモートワークの導入な

ど DX（デジタルトランスフォーメーション）の取り組みが加速した。働き方の変化により、

都心のオフィスへ通勤する必要が無くなり、大きな流れまでには至っていないものの、都

心から郊外への人口流出が出始めている。コロナ以前に引き続き、少子高齢化と人口減少

という課題もあるが、郊外への人口流出の流れを好機と捉え、転入超過に結び付く取り組

みが重要視される。 

また、コロナ以前はインバウンド需要を視野に入れた観光施策が求められていたが、コ

ロナ禍においてはマイクロツーリズムと言われる短距離観光の重要性が高まっている。引

き続き、当市の有する地域資源を活用した事業の展開が重要視される。 

SNS や YouTube が消費行動に大きな影響を与える要素であり、今後の 5G の普及により

動画配信の増加が想定され、SNS 等の積極的かつ効果的な活用による情報拡散が重要視さ

れている。 
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（３）協議会の今後の展開について 

 コロナ禍において、国は「国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策」

の中で、ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環を実現させるため、デジタル改革

・グリーン社会の実現、経済構造の転換・イノベーション等による生産性向上、地域・社

会・雇用における民需主導の好循環の実現を柱として掲げている。地域・社会・雇用にお

ける民需主導の好循環の実現では、地方への人の流れの促進など活力ある地方創りに関す

る施策が図られる見込みである。 

 こうした国の方向性を踏まえ、東久留米市を含めた多くの自治体ではコロナ以前から抱

えている、少子高齢化、人口減少といった課題に向き合う必要があり、それらに起因して

増大する財政需要に対応するため、地域の稼ぐ力を維持成長できるよう労働力と就業先の

確保に向けた対応を図る必要がある。 

 第 6 期の協議会で進めた、企業誘導及び市内企業の流出防止、シェアキッチンによる創

業支援は、地域の稼ぐ力に直結する取り組みであり、SNS 等を活用した情報発信、農業体

験ウォーキングは少子高齢化、人口減少の進む中において、認知度の向上だけでなく転入

超過が期待できる取り組みである。 

 次期協議会においても委員の議論をベースとし、バランスの取れた産業振興事業に取り

組むことが期待される。 

本協議会は東久留米市をふるさととして想い、東久留米の歴史や風土を理解し、東久留

米の未来を想う人材により構成され、約 17 年間に亘り、地域の魅力の磨き上げに取り組ん

できた。事業を企画運営する上で、協議会委員がそれぞれの立場で人的ネットワークの結

節点としての役割を担ってきたことが、大きな結果に繋がっているものと考える。今後も

「にぎわいと活力のあるまち」として東久留米を発展させるため、東久留米を思う人々を

結びながら、様々な分野について積極的な検討をされるよう次期協議会に期待したい。 
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令和２年５月１４日 地域産業推進協議会 会長所信 
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資料１  地域産業推進協議会設置要綱 

  
平成２２年７月１２日東久留米市訓令乙１１２号 

 

東久留米市地域産業推進協議会設置要綱 

 （設置） 

第１ 東久留米市（以下｢市｣という。）における産業振興事業の推進にあたり、各関係機

関、諸団体等が相互のつながりを強化し、協働事業として実施するため、東久留米市地域

産業推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（定義） 

第２ この要綱において「産業振興事業」とは、農業及び商工業のほか、市の資源を生か

した観光、教育、文化及びスポーツ事業等を包括し、かつ、産業振興事業の実施により市

内の農業者及び商工業者の事業が活性化することをいう。 

２ この要綱において「東久留米市地域産業振興懇談会（以下、「懇談会」という。）」

とは、市、商工会及び金融機関等が中心となり設立した企業支援活動に取り組む機関によ

る懇談会のことをいう。 

（所掌事項） 

第３ 協議会は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１） 市の産業振興事業の構想、企画及び推進に関すること。 

（２） 懇談会で決定又は提案された情報及び支援施策に基づいた構想、企画及び推進に

関すること。 

（３） 前各号のほか、市の産業振興に必要な事項 

（組織） 

第４ 協議会は、委員１２人以内をもって組織する。 

２ 協議会の委員は、農業関係者、商工業関係者及び有識者とし、市長が委嘱する。 

３ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 委員に欠員が生じたときは、市長は委員を補充することができる。ただし、任期は前

任者の残任期間とする。 

５ 委員の任期が満了したときは、当該委員は、後任者が任命されるまで引き続きその職

務を行うものとする。 

（会長及び副会長）  

第５ 協議会に会長及び副会長を置き、委員のうちから互選する。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理する。 

（会議） 

第６ 協議会は、会長が招集し、委員の過半数の出席により成立する。 



31 

 

 

  ２ 協議会の議事は、出席委員の過半数により決する。ただし、可否同数のときは、会長

の決するところによる。 

３ 会議は、原則公開するものとする。ただし、協議会に諮り、公開しないことができる。 

４ 協議会が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席をさせて意見を聴くことが

できる。 

（企画推進事業部） 

第７ 会長は、協議会又は懇談会で企画した事業を具体的に推進するため、企画推進事業

部（以下「事業部」という。）を置くことができる。 

２ 事業部は、既存産業の発展及び新産業の創出を常に考慮し、事業の推進に努めるもの

とする。 

３ 事業部が必要と認めるときは、委員以外のものを出席させて意見を聴くことができる。  

４ 事業部は、協議会に事業部の決定事項等について報告する。 

（事業部の組織） 

第８ 事業部の委員は、協議会の委員で構成する。 

（事業部長及び副事業部長） 

第９ 事業部に事業部長及び副事業部長を置き、委員のうちから互選する。 

２ 事業部長は、会務を総理する。 

３ 副事業部長は、事業部長を補佐し、事業部長に事故あるときはその職務を代理する。 

 （報償費） 

第１０ 委員に対しては、職務の遂行に要する報償を予算の範囲内で支給する。 

（庶務） 

第１１ 協議会の庶務は、市民部産業政策課において行う。  

（委任） 

第１２ この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が別に

定める。 

   付 則 

 この訓令は、平成２２年７月１２日から施行する。 

   付 則 

 この訓令は、平成２４年８月８日から施行する。 

   付 則 

 この訓令は、平成２６年９月２９日から施行する。 

   付 則 

 この訓令は、平成２８年１１月３０日から施行する。 

付 則 

この訓令は、平成３１年１月２９日から施行する。 
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資料２  地域産業推進協議会委員名簿 

 

氏 名 

 

区 分 

 

役 職 

 

期 間 
所属 

推進事業部会 

篠宮
シノミヤ

 宣典
ヨシノリ

 商工業関係 会長 
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日  

大山
オオヤマ

 裕嗣
ヒロツグ

 商工業関係 副会長 
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
情報発信推進事業部会 

秋田
アキタ

 茂
シゲ

良
ヨシ

 農業関係者  
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
新産業創出事業部会 

伊藤
イトウ

 成美
ナルミ

 商工業関係  
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
イベント推進事業部会 

岩崎
イワサキ

 哲二
テツジ

 商工業関係 
 

平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
新産業創出事業部会 

上
カミ

猶
ナオ

 真
マ

美
ミ

 有識者  
令和 2年 4月 17 日～ 

令和 3年 2月 24 日 
情報発信推進事業部会 

小嶋
コジマ

 敦夫
アツオ

 有識者 
 

平成 31 年 2 月 25 日～

平成 31 年 4月 24 日 
情報発信推進事業部会 

齋藤
サイトウ

 正人
マサト

 商工業関係 事業部長 
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
新産業創出事業部会 

篠宮
シノミヤ

 武博
タケヒロ

 農業関係 
 

平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
イベント推進事業部会 

篠宮
シノミヤ

 利
トシ

則
ノリ

 商工業関係 
 

平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
情報発信推進事業部会 

土田
ツチダ

 健太郎
ケンタロウ

 商工業関係 
 

平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
イベント推進事業部会 

水越
ミズコシ

 泰
ヤス

弘
ヒロ

 有識者 事業部長 
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
イベント推進事業部会 

横山
ヨコヤマ

 和子
カズコ

 農業関係 事業部長 
平成 31 年 2 月 25 日～

令和 3年 2月 24 日 
情報発信推進事業部会 

吉弘
ヨシヒロ

 拓生
タクオ

 有識者 
 

平成 31 年 4 月 25 日～

令和 2年 4月 16 日 
情報発信推進事業部会 
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資料３  会議開催経過 

＜地域産業推進協議会＞ 

開催日 会議種別 主な内容 

平成 31 年 2 月 25 日 第１回 
(1)委嘱書の交付 

(2)今までの取り組み経過と今後の進め方について 

令和元年 5 月 29 日 第２回 

(1) 委嘱書の交付 

(2)協議事項 

①各事業部会の今後の取り組みについて 

令和元年 8 月 20 日 第３回 
(1)協議事項 

①各事業部の取り組みについて（報告・質疑応答） 

令和元年 12 月 4 日 第４回 
(1)協議事項 

①各事業部の取り組みについて（報告・質疑応答） 

令和 2 年 4 月 17 日 

≀ 

令和 2 年 4 月 30 日 

（書面開催） 

第５回 

(1)委嘱書の交付 

(2)協議事項 

①各事業部の取り組みについて（報告・質疑応答） 

令和 2 年 10 月 5 日 第６回 

(1)協議事項 

①各事業部の取り組みについて（報告・質疑応答） 

②報告書の作成について 

令和 2 年 12 月 16 日 第７回 

(1)協議事項 

①各事業部の取り組みについて（報告・質疑応答） 

②報告書の作成について 

令和 3 年 2 月 15 日 

≀ 

令和 2 年 2 月 19 日 

（書面開催） 

第８回 

(1)協議事項 

①各事業部の取り組みについて（報告・質疑応答） 

②報告書の作成について 
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＜事業部＞ 

① 情報発信推進事業部 

開催日 会議種別 主な内容 

平成 31 年 2 月 25 日 第 1 回 
(1)事業部長の選任について 

(2)第６期の取り組みについて 

平成 31 年 3 月 22 日 第 2 回 

(1)副事業部長の選任について 

(2)情報発信推進事業部会の事業について 

(3)具体的な情報発信について 

平成 31 年 4 月 25 日 第 3 回 

(1)「東京はしっこ♡チョコっと東久留米」Facebook、

Instagram の稼働について 

(2) 情報発信推進事業部会の事業について 

令和元年 5 月 29 日 第 4 回 

(1)「東京はしっこ♡チョコっと東久留米」Facebook、

Instagram の稼働について 

(2) 情報発信推進事業部会の事業について 

 ①多摩の魅力発信イベントの参加について 

 ②令和元年度「ダイヤモンド富士東久留米」事業の実

施について 

令和元年 6 月 27 日 第 5 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①多摩の魅力発信イベントのアイディア募集について 

 ②ゆるキャラグランプリ 2019 投票のお願いについて 

(2) SNS 講座開催に向けた調査の進捗状況について 

令和元年 7 月 24 日 第 6 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①ゆるキャラグランプリ 2019 投票啓発事業行程案に

ついて 

 ②多摩の魅力発信イベントアイディアの応募状況につ

いて 

 ③デザインマンホール蓋のデザインについて 

令和元年 8 月 20 日 第 7 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①（多摩の魅力発信イベント出展内容について 

 ②ゆるキャラグランプリ 2019 投票啓発事業について 

令和元年 10 月 2 日 第 8 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①多摩の魅力発信イベント行程表（案）について 

 ②WEB・SNS 講座開催計画（素案）につい 

令和元年 11 月 13 日 第 9 回 
(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①多摩の魅力発信イベント行程の最終確認について 

令和元年 12 月 4 日 第 10 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①多摩の魅力発信イベント報告書（案）について 

 ②SNS 講座向けた開催計画（案）の一部修正について 

令和 2 年 1 月 29 日 第 11 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①SNS 講座向けた開催計画（案）について 

 ②情報発信推進事業部会令和 2 年度事業について 

 ③令和 2 年度デザインマンホール蓋設置箇所について 

令和 2 年 2 月 26 日 第 12 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①SNS 講座向けた開催計画（案）について 

 ②情報発信推進事業部会令和 2 年度事業について 
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令和 2 年 6 月 22 日 第 13 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①情報発信セミナー開催計画（案）について 

 ②東京はしっこ♡チョコっと東久留米について 

(2) ファミリーマート直営店（本町 2 丁目店）からの提案

について 

令和 2 年 7 月 27 日 第 14 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①情報発信セミナーの開催について 

 ②「第 25 回ふるさとイベント大賞」の対象イベントに

ついて 

令和 2 年 10 月 5 日 第 15 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①ブラック・ジャックモニュメント完成除幕式につい    

  て 

令和 2 年 11 月 18 日 第 16 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①ブラック・ジャックモニュメント完成除幕式＆情報

発信について 

(2) 湧水の妖精るるめちゃんイラスト利用について 

(3) 【第６期】地域産業推進協議会報告書について 

令和 2 年 12 月 16 日 第 17 回 

(1)情報発信推進事業部会の事業について 

 ①ブラック・ジャックモニュメント完成除幕式＆情報

発信について 

(2) 【第６期】地域産業推進協議会報告書について 

令和 3 年 2 月 3 日 

≀ 

令和 3 年 2 月 10 日 

（書面開催） 

第 18 回 (1) 【第６期】地域産業推進協議会報告書について 
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② イベント推進事業部 

開催日 会議種別 主な内容 

平成 31 年 2 月 25 日 第 1 回 

(1)事業部長の選任 

(2)現在取り組んでいる事業（引継事業）と今後取り組む

事業について 

平成 31 年 4 月 2 日 第 2 回 

(1)副事業部長の選任 

(2)特産品マップ「東久留米大好きっ！」の完成について 

(3)本事業部会の取り組みと予算について 

令和元年 5 月 16 日 第 3 回 
(1)今期の活動について 

(2)今後取り組む事業について 

令和元年 7 月 17 日 第 4 回 
(1)今期の活動について 

(2)今後取り組む事業について 

令和元年 9 月 12 日 第 5 回 

(1)農業体験ウォーキング（11 月 24 日）の内容について 

(2)今後取り組む事業について（ヨガイベント、50 周年記

念事業等） 

令和元年 11 月 13 日 第 6 回 

(1)農業体験ウォーキング（11 月 24 日）の内容について 

(2)今後取り組む事業について（ヨガイベント、50 周年記

念事業等） 

令和 2 年 9 月 8 日 第 7 回 
(1)今期の活動について（令和 2 年度の方針及び取り組む

事業） 

令和 2 年 10 月 5 日 第 8 回 
(1)情報発信推進部会＆イベント推進事業部会の事業につ

いて 

令和 2 年 12 月 8 日 第 9 回 

(1)ブラック・ジャックモニュメント完成除幕式等につい

て 

(2)今期報告書（案）について 

  



37 

 

 

③ 新産業創出推進事業部 

開催日 会議種別 主な内容 

平成 31 年 2 月 25 日 第 1 回 
(1)事業部長の選任 

(2)事業部長の挨拶 

平成 31 年 3 月 28 日 第 2 回 

(1)副部会長の決定について 

(2)第５期地域産業推進協議会からの取組事項について 

①シェアキッチンにかかる取組について 

②企業転出防止に係る準工業地域に係る取組について 

(5)第６期の本部会の事業について 

令和元年 5 月 21 日 第 3 回 
(1)シェアキッチンについて 

(2)準工業地域に係る企業誘導について 

令和元年 7 月 30 日 第 4 回 

(1)創業支援について 

 ①東久留米市の創業支援計画について 

 ②シェアキッチンについて 

(2)準工業地域に係る企業誘導・流失防止について 

 ①市長の企業訪問について 

 ②東久留米市立地希望者情報の提供事業について 

令和元年 10 月 28 日 第 5 回 

(1)準工業地域に係る企業誘導・流失防止について 

(2)創業支援について 

 ①シェアキッチンについて 

 ②新たな募集方法・利用方法について 

令和 2 年 2 月 28 日 第 6 回 

(1)準工業地域に係る企業誘導・流失防止について 

(2)創業支援について 

 ①創業キッチンアルゴの利用者選定・支援方法 

 ②創業セミナーの実施方法 

令和 2 年 8 月 5 日 第 7 回 

(1)準工業地域に係る企業誘導・流失防止について 

(2)創業支援について 

①創業キッチンアルゴの利用状況について 

②創業キッチンアルゴの利用者に対する支援について 

(3)創業セミナーについて 

令和 2 年 11 月 17 日 第 8 回 

(1)準工業地域に係る企業誘導・流失防止について 

(2)創業支援について 

①創業キッチンアルゴの利用状況について 

②創業キッチンアルゴの利用者募集について 

(3)新産業創出推進事業部会の報告書について 

令和 3 年 2 月 3 日 第 9 回 (1)新産業創出推進事業部会の報告書について 
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